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　競争入札の結果は、2005 年 12 月 21 日に、DOE
のサミュエル・ボドマン長官から発表され、ロ
スアラモス国立研究所の運営権は、カリフォルニ
ア大学の率いるチームが最終競争相手のロッキー
ド・マーチン社のチームを破り獲得した（http://
www.doe.gov/news/2820.htm）。
　運営委託の契約は 2006 年６月から開始され、期
間は基本的に７年間であるが、20年まで延長可能
である。また、運営状況によって支払われる運営
手数料の額に幅をもたせることが示された（5,300
万から 8,000 万ドル／年）。
　カリフォルニア大学は 60年以上運営してきた３
つの研究所のうち、既に単独運営権を獲得してい
るローレンス・バークレー国立研究所とならんで、
２つ目の国立研究所も（単独ではないが）引き続
き運営することになった。なお、残りのローレンス・
リバモア国立研究所の運営権は 2007 年の競争入札
により決定される。
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